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 現在、日本国内には、寺院が約 7 万 7,000 ヵ寺あり、
僧侶が約 37万 8,000人いるといわれています（文化庁編
『平成 26 年度版宗教年鑑』）。私たちがよく目にする、コン
ビニエンスストアが、全国に約 5 万 2,000 店（日本フランチ














































地域資源としての寺院   ～広域地域連携自治体協議会報告～ 
 
～仏教と言わずに仏教を伝える～    教育開発推進センター 専任講師   齋 藤 知 明 
 
 































































































が、「 G／げんきに A／あかるく M／みんなが O／おしゃ 














が、同時に真言宗中興の祖 興教大師覚鑁が「密厳院  
発露懺悔文」の中で懺悔しているように、「形を沙門に比して
信施を受く」ことのないよう、自らを律しなければいけないと 
思いました。   （M） 













8月 20日（土）  11時～  
 
             13時～15時 
                
9月 17日（土） 11時～12時       
09時～13時 




花会式（夏休み特別企画）   鴨台観音堂前 
   大正大学勤行式、プチ修行体験、怪談・お岩さん 
お坊さんカフェ「僧話花」   ３号館 1階 
 
花会式（真言宗豊山派）     鴨台観音堂前 
あさ市    南門 けやき広場 




 曽根 宣雄（そね のぶお） 
 大正大学 仏教学部 仏教学科 准教授 
  佛教大学 文学部卒業、佛教大学大学院 文学研究科 修士課程 
修了（文学修士）、大正大学大学院 文学研究科 博士課程単位取得 
満期退学。 
  専門は浄土教の仏身論、法然浄土教。他にもターミナルケアを中心に、 
法然浄土教に基づく社会実践について研究している。 
 
巻頭写真    
夏空とさざえ堂    （平成 28年 8月 5日撮影） 
BSR図書室 
 
 
ネルケ無方 著 
仏教の冷たさ キリスト教の危うさ 
（ＫＫベストセラーズ 2016年、800円＋税） 
 
著者は牧師を祖父に持つ家庭に育ったドイツ人の禅
僧です。著者は昨今の「仏教ブーム」を日本人が「私と
は？」、「日本人とは？」というアイデンティティを仏教に求
めているのではないかとし、その一方で「社内の公用語を
英語にする」、「はっきりと自分の意見を言う」など「欧米
の価値観」で仕事をしないといけない状況にあり、その
「欧米の価値観」の根本にある「一神教」を勉強したいと
思っている人が多いことも紹介しています。 
その上で仏教とキリスト教の相違点と類似点を検証し 
ながら、この２つの宗教の本質に迫ろうとしています。 
そして「日本の僧侶が守るべきもの」や「日本仏教の 
新しい形を求めて」ということで著者が考える仏教のある 
べき姿を提唱しています。 
またエンゲージド・ブッディズム（行動する仏教、社会
をつくる仏教）の一つの形として、若い僧侶が宗派を超
えて「仏教は日本社会や世界のために役に立つのか」と
いう問題意識を共有し始めているとし、著者の答えは、
日本人がワラビやゼンマイなどのアクの強い山菜を上手く
アク抜きして美味しく食べていることを引き合いにだし、気
になるニオイのない、アク抜きされた日本の、日本人の宗
教観が、世界で問題になっている宗教の課題を解決で
きる、と結論付けています。そこまでは・・という意見もある
かもしれませんが、一神教が土台となっている文化の中
で育ってきた著者には説得力があります。 （Ｍ） 
